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神戸製鋼における厚鋼板および薄鋼板の技術開発
Research and Development of Steel Plate and Sheet in Kobe Steel

　当社は，お客様のご要望にいち早く対応した厚鋼板，薄鋼板の技術・材料開発を行ってまいりました。本特集号で
は，船舶・建築・橋梁などに適用される新しい厚鋼板と，自動車・家電に適用される新しい薄鋼板の材料およびシミ
ュレーション技術に関する最新情報をご紹介いたします。
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　表紙写真は，東京スカイツリー（東武鉄道㈱，東武タワースカイツリー㈱の商標，2012年 5 月22日開業）と次世代鋼
製環境対応車（FSV：Future Steel Vehicle, World Auto Steelにより開発・提案）です。建造物においては超高層化
のために，自動車においては軽量化のために鋼材の高強度化が求められています。東京スカイツリーにおいては，高
強度円形鋼管KSAT630が適用され，FSVにおいては，強度と成形性を兼備えた超ハイテンが広範囲に使用されていま
す。KSAT630は2010年，第 3回ひょうごものづくり技術大賞兵庫工業会会長賞を受賞いたしました。
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　図３はコーベホーネツをヒートシンクとして適用したときの熱シ
ミュレーション結果です。CPUのような発熱体にコーベホーネツ製
ヒートシンクを積載し，カバーもコーベホーネツとすることにより，
熱がカバーに効率よく伝達され，発熱体の温度が大きく低下します。
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図３ 熱シミュレーション
Fig. 3 Thermal simulation

　図２は，TRIP型ベイニティックフェライト型980MPa級冷延鋼板の
成形品の一例です。残留オーステナイトを微細に分散させることで
得られる高伸び特性を活用して複雑な形状のプレス部品の成形を可
能としています。
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Red portion：retained austenite

5μm

図２ 成形品例（フロントピラー）とEBSP解析
結果

Fig. 2 Example of a press part (front pillar) 
and EBSP image

　図１は，柱梁接合部の弾塑性挙動評価に用いる神戸大学の実験設備
です。当社は神戸大学と共同で，安全かつ合理的な構造と優れた溶接
施工性を有する新しい柱梁接合部に関する研究を実施しています。
今後，本研究で得られる設計指針に基づいた建材新製品の開発が期待
されています。
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図１ 建築構造実験用載荷装置
Fig. 1 Experimental loading equipment for 

studying building construction




